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　さて、続きだったね？　
　え～と、ちょっと待って……。
　――お？あった。
　見つかった、見つかった。
　じゃあ、続きの旅を始めようか？　

　――遠い遠い川を見つめながら、僕はいつもの深呼吸をして、目覚めたままの夢を見る。
　いつもそこには何もないけど、胸の高鳴りだけが出迎えた。
　それを頼りに僕はまた先を進んでいく。
　橋を越えても世界は変わらない。それでも僕は心を躍らせて進んでいく。
　足取りは軽く、顔を上げて。
　どこからか鳴き声が聞こえてきた。聞きなれた声。コッコ、コッコと鳴いている。
　声を探して木の影を覗き込めば、立派なトサカを持ったニワトリが木を背にして鳴いていた。
「ねえ、ニワトリさんは誰を呼んでいるの？」
「まさか、誰も呼んではいないよ。ただ声を通しているだけさ」
「そうなんだ？それにしてもよく響く声だね」
「そうかい？でも届かないものだよ。本当に聞いてほしい声というものは」
「僕は好きだけどな。その声が」
「悲しいことを言うんだね。僕はとても悲しいよ」
「どうして？僕は何かひどいことを言ったのかな？」
「ああ、ごめん。そんなつもりじゃなかったんだ。ただ好きだと言ってくれたこの声には言葉があるんだ。その言葉が君には判らないことが悲しくて」
「ごめんよ。僕にはニワトリさんの言葉が判らない」
「仕方がないよ。だって君はニワトリじゃあないんだもの。それでも耳を傾けてくれたのだから、僕のこの声は無駄じゃない」
「ずっと鳴き続けるの？」
「そうだね。通り過ぎるこの声が、いつかどこかで留まるまで」
　そう言うとニワトリは木を背にして広大な草原に身体を向けた。
「またどこかで聞けるかな？」
「聞こえるさ。君が耳を澄ましているのなら」
　僕が手を振ると、ニワトリはコッコと鳴いてそれに答えた。
　遠ざかる鳴き声。いつか必ず聞こえなくなるけど、僕はまだその声を思い出すことができた。
　道は広く、見晴らしはいい。その中で僕の身長と同じぐらいの大きな岩が道に影を落としていた。
　その岩には小さなシッポが生えていて、楽しそうに揺れていた。
　岩の背後を覗き込むと、茶色いイヌが遠くを眺めて座っていた。
「ずいぶん楽しそうだね」
「ああ、珍しい。誰かに会うなんて久しぶりだ。でも、それだけに残念だ」
　茶色いイヌはどこか悲しそう。シッポを振っているのに悲しい顔。
「どうしたの？僕は何かいけないことをしたのかな？」
「ごめんごめん。そんなつもりじゃなかったんだ。いやなに、とても個人的な理由だよ。君に落ち度は全くない。そんな君だからこそ、とても残念に思ってしまうんだ」
「僕で良かったら話を聞こうか？」
「大した話じゃないさ。ただ、とても君に似ているだけ。待っていてね。ずっとずっと待っているんだ」
「誰かとここで待ち合わせをしているの？」
「約束はしていない。でも、きっとここに来る。そのときが楽しみなんだ」
「君は信じているんだね」
「不思議なことを言うんだね？僕が覚えている限り、そして僕を懐かしんでくれる限り、必ずどこがで巡り合うもんさ。お互いが願う限り、いつか必ず出会うことは出来るんだよ？」
「そうなんだ？じゃあ、せめて出来るだけ早く出会えることを。僕も君の願いに」
「ありがとう。でも大丈夫。君の願いは君のために。大事なことはいつもそばに呼べるようにしておかないとね」
「そうか、そうだね。じゃあ、せめて君の幸運を祈らせて」
「それは有り難い。じゃあ、僕も君のこれからを祈るよ」
　僕が手を振るとイヌはシッポを振ってそれに答えた。
　楽し気なシッポ。どこか小さな後ろ姿。きっとイヌからは振り返らない。イヌはいつまでも信じているから。だから僕も振り返らない。真っ直ぐに進んでいこう。
　開けた道の真ん中に、大きな木が一本。道を塞いでいるよりも、二本の道にしているみたい。とてもとても大きな木。ぐるりと回ってからまっすぐ進もう。
　実のないその木に一つ、大きな毛玉が生っている。時折り揺れるその毛玉。正面に回って見上げてみるとフクロウが何度も首を傾げていた。
「何をそんなに不思議がるの？」
「ん？ああ、これは癖みたいなものだよ。遠く遠くを眺めているとね、なぜか首を傾げてしまうんだ」
　そういうとフクロウは顔を上げて、またしばらくすると首を傾げた。
「うん、やっぱり見えないね。君はどうだい？この先にいったい何が見える？」
　身体を前に向けて、僕も遠くに目を凝らす。
「道がずっと続いているね。上り坂になっているからその先はどうしても判らない。道の終わりが空だから」
「やっぱり君にもそう見えるんだね。少し安心したよ、ありがとう。いやなに、ずっとずっと眺めているとね、どうしても何かが見えた気がして困っていたんだ」
「いったい何が見えたの？」
「それが判らないんだよ。どうしてだろうね？道の先には空しかないのに」
「行ってみればいいんじゃない？」
「それは役割が違うんだよ。だから君がここに来たんだろ？」
「そうか、僕がこのまま見にいけばいいんだね？」
「頼めるかい？なに簡単さ。真っ直ぐ真っ直ぐ、ただ進んでいけばいいんだから」
「じゃあ、ちょっと見てくるね？」
「ありがとう。でも何があったかは教えてくれなくていいよ。だから君はそのまま行くんだ」
「でもそれだとフクロウさんは判らないままだよ？」
「いや、もう判ったんだ。だからいいんだ。本当にありがとう。判ってしまったから君が見てくれればそれでもう充分なんだ」
「そうなんだ？でも僕にはまだ判らないから見てくるね？」
「ああ、頼むよ。そして見送らさせてくれ。君の姿が見えなくなるまで」
　そう言うとフクロウは顔を上げて遠く遠くに目を向けた。
　僕はフクロウの視線の先へと進んでいく。ずっとずっと進んでいってもただただ道が続いていた。
　振り返るとまだなんとかフクロウの姿が見えた。何もないよと首を傾げてみたけれど、フクロウが首を傾げることはなかった。
　坂道をずっと上り続けて平坦な道を僕は歩く。もういちど振り返ってみてみれば、そこはもう空に変わっていた。
　懐かしもうと僕は目を閉じる。風の音が聞こえてきて、涼し気に草木を奏でて……

　あっ、ほら、もうこんな時間だ。
　そろそろ支度を始めないと。
　見てごらん。外はとても良い天気だよ。
　さあ、帽子をかぶって出かけよう。
　それじゃあ続きの旅は、またの機会に。
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